
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
一
九
九
二
年
新
会
社
法
の
素
描
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
川
　
和
　
彦

　
　
　
　
　
　
一

　
南
米
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
か
ね
て
か
ら
商
法
改
正
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
、
一
九
六
三
年
に
、
手
形
・
小

切
手
を
中
心
と
す
る
商
法
の
一
部
の
改
正
が
実
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
劣
ら
ず
、
改
正
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
会
社
に
つ

い
て
は
、
一
九
五
五
年
に
M
a
l
a
g
a
r
r
i
g
a
お
よ
び
A
z
t
i
r
i
a
参
考
草
案
が
、
一
九
六
七
年
に
H
a
l
p
e
r
i
n
参
考
草
案
が
公
表
さ

れ
、
そ
の
後
の
経
過
に
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
年
（
一
九
七
二
年
）
四
月
二
五
日
、
新
会
社
法
が
公
布
さ
れ
た
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
近
時
、
隣
国
ブ
ラ
ジ
ル
と
比
べ
て
、
そ
の
経
済
は
停
滞
気
味
で
あ
る
と
は
言
う
も
の
の
、
同
国
は
南
米
の
い

わ
ゆ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
国
の
一
つ
と
言
わ
れ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
指
導
的
な
国
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
特
に
、
そ
の
法
律
文
化
の
水
準

は
高
く
、
そ
の
立
法
は
欧
米
先
進
国
の
法
制
の
長
所
を
採
用
し
て
お
り
、
他
方
、
近
隣
諸
国
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
そ
の

　
　
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
一
九
七
二
年
新
会
社
法
の
素
描
Ｂ

― Ill ―



た
め
、
比
較
法
学
的
に
興
味
の
あ
る
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
筆
者
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
商
事
立
法
の
動
向
に

深
い
関
心
を
向
け
て
い
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
こ
の
一
九
七
二
年
新
会
社
法
を
素
描
し
な
が
ら
、
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
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二

一
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
会
社
に
関
す
る
現
行
の
成
文
法
は
商
法
典
の
関
係
法
条
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
を
補
完
す
る
若
干
の
付
属
法

令
よ
り
な
る
。

　
現
行
の
商
法
典
は
一
八
八
九
年
の
制
定
で
、
こ
れ
は
こ
の
国
と
し
て
は
第
二
番
目
の
商
法
典
で
、
そ
の
制
定
当
時
か
ら
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
現
実
の
要
請
に
応
え
て
い
な
い
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
以
後
四
分
の
三
世
紀
も
経
過
し
た
今
日
、
な
お
も
引
続
き
施
行
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
点
で
補
完
が
必
要
と
さ
れ
、
特
に
会
社
に
つ
い
て
は
多
く
の
特
別
法
令
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
新
法
の
発
効
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。
（
新
法
三
六
八

条
参
照
）
。

　
商
法
典
　
第
四
一
条
　
第
二
八
二
条
な
い
し
第
四
四
九
条

　
　
一
八
九
七
年
法
律
第
三
五
二
八
号
　
外
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
に
関
す
る
商
法
第
二
八
六
条
を
改
正
す
る
。
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一
九
〇
二
年
法
律
第
四
一
五
七
号
　
株
式
会
社
・
資
本
の
確
定
に
関
す
る
。

　
一
九
〇
七
年
法
律
第
五
一
二
五
号
　
株
式
会
社
・
監
督
局
へ
の
貸
借
対
照
表
の
屈
出
に
関
す
る
。

　
一
九
〇
九
年
法
律
第
六
七
八
八
号
　
株
式
会
社
・
監
督
局
へ
の
貸
借
対
照
表
の
屈
出
に
関
す
る
。

　
一
九
一
二
年
法
律
第
八
八
七
号
　
社
債
法

　
一
九
三
二
年
法
律
第
一
一
六
四
五
号
　
有
限
責
任
会
社
法

　
一
九
三
三
年
法
律
第
一
一
七
一
九
号
（
破
産
法
）
第
二
〇
〇
条
　
無
担
保
社
債
発
行
会
社
の
破
産
の
場
合
の
手
続
に
関
す
る
。

　
一
九
六
七
年
法
律
第
一
七
三
一
八
号
　
国
家
参
加
株
式
会
社
に
関
す
る
。

　
一
九
七
一
年
法
律
第
二
九
〇
六
〇
号
（
資
本
市
場
の
設
置
に
関
す
る
）
第
七
条
お
よ
び
第
八
条
　
商
法
第
三
四
条
を
改
正
す
る
。

　
一
九
五
五
年
一
〇
月
一
四
日
付
デ
ク
レ
ト
第
八
五
二
号
　
資
本
の
増
加
・
公
告
に
関
す
る
。

　
一
九
五
六
年
三
月
二
七
日
付
デ
ブ
レ
ト
第
五
五
六
七
号
　
株
式
会
社
の
期
間
の
計
算
方
法
に
関
す
る
。

　
一
九
六
三
年
デ
ク
レ
ト
第
三
三
二
九
号

二
　
前
述
の
如
く
、
多
く
の
法
令
が
あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
意
味
に
お
い
て
法
改
正
の
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
株
式
会
社
に
対
す
る
行
政
的
監
督
制
度
な
ど
を
め
ぐ
る
論
議
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
近
時
の
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ

ス
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
諸
国
に
お
け
る
会
社
法
改
正
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
会
社
法
改
正
の
動
き
に
大
き
な
刺
激
、
影
響
を
与
え
た
と

い
う
事
情
が
加
わ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経
済
の
現
状
、
さ
ら
に
予
想
さ
れ
る
発
展
に
調
和
さ
せ
る
べ
く
、
会
社
法
改
正
の
作
業
が
具

体
化
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
フ
ロ
ン
デ
ィ
シ
大
統
領
の
治
下
（
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
二
年
）
に
会
社
法
改
正
の
作
業
が
着
手
さ
れ
、
一
九
五
九

－114－



年
に
C
a
r
l
o
s
c
･
K
匙
凛
Q
I
智
お
よ
び
E
n
r
i
q
u
e

A
.

A
z
t
i
r
i
a
両
博
士
の
起
草
し
た
参
考
草
案
が
公
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、

種
種
の
事
情
で
こ
れ
は
採
用
に
至
ら
ず
、
一
九
六
七
年
I
s
a
a
c

H
a
l
p
e
r
i
n
を
長
と
す
る
委
員
会
の
起
草
し
た
参
考
草
案
が
公
表
さ

れ
た
。
こ
の
参
考
草
案
は
、
に
叱
泥
Q
l
9
お
よ
び
A
z
t
i
r
i
a
参
考
草
案
を
基
に
西
ド
イ
ツ
の
一
九
六
五
年
株
式
法
、
フ
ラ
ン
ス

の
一
九
六
六
年
会
社
法
、
イ
タ
リ
ア
の
一
九
六
七
年
政
府
草
案
、
ス
ペ
イ
ン
の
一
九
五
一
年
株
式
法
な
ど
も
参
照
し
て
起
草
さ
れ

た
。

　
こ
う
し
て
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
七
日
に
、
}
･
{
一
Q
ぞ
Q
F
委
員
会
は
草
案
を
法
務
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
後
、
各
界
の
意
見
の

聴
取
に
よ
る
、
ま
た
法
令
の
改
廃
に
と
も
な
う
若
干
の
手
直
し
が
行
な
わ
れ
、
一
九
七
一
年
一
一
月
二
二
日
に
最
終
草
案
が
起
草
さ

れ
、
こ
の
時
に
、
会
社
の
分
割
、
フ
ラ
ン
ス
流
の
監
査
会
の
制
度
が
と
り
い
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
一
年
一
二
月
二
八
日
、

法
務
大
臣
I
s
m
a
e
l

E
.

B
r
U
n
o
Q
u
i
j
a
n
o
が
法
案
を
大
統
領
に
提
出
し
、
翌
一
九
七
二
年
四
月
三
日
、
大
統
領
A
l
e
j
a
n
d
r
o

A
.

L
a
n
u
s
s
e
が
こ
れ
を
法
律
第
一
九
五
五
〇
号
と
し
て
裁
可
（
S
a
n
c
i
o
n
y
p
r
o
m
u
l
g
a
c
i
o
己
し
、
四
月
二
五
日
付
の
官
報
で
こ
れ
を

公
布
し
た
。
そ
し
て
、
公
布
か
ら
一
八
○
日
後
に
、
同
法
が
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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三
　
新
法
は
正
式
に
は
法
律
第
一
九
五
五
〇
号
会
社
法
（
に
y
d
e

S
o
c
i
e
d
a
d
e
s
c
o
目
a
E
y
Z
o
･
む
訟
0
)
と
い
い
、
全
文
三
七
三

ヵ
条
か
ら
な
り
、
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

第
一
章
　
総
則

　
第
一
節
　
会
社
の
存
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
条
～
三
条

　
第
二
節
　
形
式
、
証
明
お
よ
び
手
続
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
条
～
一
五
条

　
第
三
節
　
無
効
の
制
度
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
条
～
二
〇
条

　
第
四
節
　
適
法
に
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
会
社
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
条
～
二
六
条

　
第
五
節
　
社
員
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
条
～
三
五
条

　
第
六
節
　
会
社
と
の
関
係
に
お
け
る
社
員
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
条
～
五
五
条

　
第
七
節
　
社
員
と
第
三
者
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
条
～
五
七
条

　
第
八
節
　
管
理
お
よ
び
代
表
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
条
～
六
〇
条

　
第
九
節
　
書
類
お
よ
び
会
計
帳
簿
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
条
～
七
三
条

　
第
一
〇
節
　
組
織
変
更
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
条
～
ハ
ー
条

　
第
一
一
節
　
合
併
お
よ
び
分
割
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
条
～
八
八
条

　
第
一
二
節
　
一
部
解
散
お
よ
び
解
散
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
条
～
一
〇
〇
条

　
第
一
三
節
　
清
算
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
条
～
一
一
二
条

　
第
一
四
節
　
裁
判
所
の
介
入
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
条
～
一
一
七
条
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第
一
五
節
　
外
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
条
～
一
二
四
条

第
二
章
　
特
別
の
会
社
に
つ
い
て

　
第
一
節
　
合
名
会
社
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
条
～
一
三
三
条

　
第
二
節
　
合
資
会
社
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四
条
～
一
四
〇
条

　
第
三
節
　
労
資
混
合
会
社
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
条
～
一
四
五
条

　
第
四
節
　
有
限
責
任
会
社
に
つ
い
て

　
　
第
一
款
　
定
義
お
よ
び
設
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
条
～
一
四
七
条

　
　
第
二
款
　
資
本
お
よ
び
持
分
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
条
～
一
五
六
条

　
　
第
三
款
　
会
社
の
機
関
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
条
～
一
六
二
条

　
第
五
節
　
株
式
会
社
に
つ
い
て

　
　
第
一
款
　
定
義
お
よ
び
設
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三
条
～
一
八
五
条

　
　
第
二
款
　
資
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
条
～
二
〇
六
条

　
　
第
三
款
　
株
式
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
条
～
二
二
六
条

　
　
第
四
款
　
享
益
証
券
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
条
～
二
三
二
条

　
　
第
五
款
　
株
主
総
会
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
三
条
～
二
五
四
条

　
　
第
六
款
　
経
営
お
よ
び
代
表
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
五
条
～
二
七
九
条

　
　
第
七
款
　
監
査
委
員
会
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
〇
条
～
二
八
三
条
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第
八
款
　
私
的
監
査
に
つ
い
て

　
　
第
九
款
　
国
の
監
査
に
つ
い
て

　
第
六
節
　
国
の
多
数
参
加
株
式
会
社
に
つ
い
て

　
第
七
節
　
株
式
合
資
会
社
に
つ
い
て

　
第
ハ
節
　
社
債
に
つ
い
て

　
第
九
節
　
匿
名
組
合
に
つ
い
て

第
三
章
　
適
用
規
定
お
よ
び
経
過
規
定
に
つ
い
て

　
　
（
１
）
　
新
法
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
次
の
三
者
を
入
手
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
新
法
は
第
一
条
で
会
社
（
s
o
c
i
e
d
a
dc
o
m
e
r
c
i
a
l
)
を
定
義
し
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　
　
「
２
名
以
上
の
者
が
、
組
織
さ
れ
た
形
で
、
か
つ
本
法
の
規
定
す
る
典
型
の
一
つ
に
よ
り
、
財
も
し
く
は
役
務
の
生
産
も
し
く
は

交
換
に
充
て
る
た
め
に
出
資
を
な
し
、
利
益
を
分
配
し
、
損
失
を
分
担
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
、
会
社
は
存
在
す
る
Ｌ
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従
来
、
商
法
典
は
会
社
を
c
o
m
p
a
n
i
a

o

s
o
c
i
e
d
a
d
m
e
r
c
a
n
t
i
l
と
い
い
、
こ
れ
を
次
の
如
く
定
義
し
て
い
た
。

　
　
「
２
名
以
上
の
者
が
、
生
じ
う
べ
き
利
益
を
分
配
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
商
行
為
を
な
す
た
め
、
そ
の
財
お
よ
び
労
務
、
ま
た
は

こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
共
同
に
お
い
て
、
連
合
す
る
契
約
」
と
（
商
二
八
二
条
）
。

　
こ
の
商
法
典
の
定
義
は
民
法
典
の
s
o
c
i
e
d
a
d
の
定
義
（
民
一
六
四
八
条
）
と
調
和
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
法
で
は
、
前
述
の
如

く
、
会
社
の
意
義
が
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
民
法
の
定
義
に
つ
い
て
は
改
正
が
な
く
、
引
続
き
同
一
の
も
の
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
前
述
の
新
法
第
一
条
の
会
社
の
定
義
は
、
一
見
す
る
と
、
そ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
市
民
法
典
（
C
o
d
i
c
e

C
i
v
i
l
e
）
の
会

社
（
S
o
c
i
e
t
a
）
の
定
義
（
二
二
四
七
条
）
お
よ
び
企
業
者
（
I
m
p
r
e
n
d
i
t
o
r
e
）
の
定
義
（
ニ
○
八
二
条
）
に
酷
似
す
る
。

　
第
二
二
四
七
条
　
会
社
契
約
を
も
っ
て
２
名
以
上
の
者
が
経
済
活
動
を
共
同
し
て
行
う
た
め
に
、
か
つ
利
益
を
分
配
し
、
損
失
を

　
　
分
担
す
る
た
め
に
財
も
し
く
は
役
務
を
出
損
す
る
。

　
第
二
〇
八
二
条
　
…
…
生
産
、
ま
た
は
財
も
し
く
は
役
務
の
交
換
の
意
図
を
も
っ
て
組
織
的
経
済
活
動
を
業
と
し
て
行
う
も
の
…

　
　
・
：
（
後
略
）
。

　
次
に
、
新
法
は
会
社
の
定
義
に
お
い
て
契
約
の
語
を
用
い
て
い
な
い
（
商
法
典
の
定
義
規
定
と
比
べ
よ
）
。
し
か
し
、
直
後
の
第
四
条

で
契
約
の
語
を
用
い
、
会
社
を
契
約
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
多
く
の
規
定
を
設
け
て
お
り
、
会
社
を
契
約
と
解
す
る
従
来
の
伝

統
的
な
立
場
を
脱
却
し
て
い
な
い
。
と
も
か
く
、
会
社
を
契
約
と
解
す
る
以
上
は
、
社
員
数
は
二
名
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
に
、
新
法
は
第
一
条
で
、
す
べ
て
の
会
社
が
新
法
の
定
め
る
形
態
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
、
典
型
性
の

原
則
（
り
一
P
r
i
n
c
i
p
i
o

d
e
l
a
T
ぞ
l
d
乱
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
新
法
の
規
定
す
る
会
社
形
態
は
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
労
資
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混
合
会
社
、
有
限
責
任
会
社
、
株
式
会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
で
、
こ
の
他
、
会
社
で
は
な
い
が
匿
名
組
合
も
新
法
の
な
か
に
規

定
が
あ
る
。

　
こ
の
典
型
性
の
原
則
に
違
反
し
て
、
新
法
の
認
め
て
い
な
い
形
態
の
会
社
を
設
立
し
た
場
合
、
当
該
会
社
の
設
立
は
無
効
と
な
る

　
（
新
法
一
七
条
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
法
第
一
条
は
「
本
法
の
規
定
す
る
形
態
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
会
社
法
以
外
の
法
令
に
よ
り
新
た
な
る
会
社
形

態
を
規
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
従
来
、
商
法
典
以
外
の
特
別
法
令
に
よ
り

創
設
さ
れ
た
会
社
形
態
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
律
第
一
一
三
八
八
号
に
よ
り
協
同
組
合
が
、
法
律
第

一
一
六
四
五
号
に
よ
り
有
限
責
任
会
社
が
、
法
律
第
一
七
三
一
八
号
に
よ
り
国
家
参
加
株
式
会
社
が
、
一
九
四
六
年
デ
ク
レ
ト
第
一

五
三
四
九
号
に
よ
り
公
私
合
弁
会
社
が
規
整
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
に
、
新
法
第
一
条
は
会
社
を
契
約
と
解
す
る
立
場
に
た
ち
な
が
ら
、
組
織
の
考
え
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
自

体
、
会
社
の
正
常
な
活
動
が
構
成
す
る
企
業
の
観
念
と
の
結
び
つ
き
を
暗
に
示
す
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
（
立
法
趣
意
書
第
一
章
第
一
節

巾
参
照
）
。

　
第
五
に
、
会
社
は
財
も
し
く
は
役
務
の
生
産
も
し
く
は
交
換
に
従
事
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
次
の
問
題
が
あ

る
。

　
一
つ
は
、
K
L
品
目
気
管
お
よ
び
A
z
t
i
r
i
a
参
考
草
案
に
お
い
て
、
こ
の
箇
所
は
「
経
済
活
動
の
発
展
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の

が
H
a
l
p
e
r
i
n
参
考
草
案
以
降
新
法
の
法
文
の
如
く
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
活
動
（
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
イ
タ
リ
ア
市

民
法
典
第
二
二
四
七
条
）
は
財
産
的
活
動
を
意
味
す
る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
す
べ
て
が
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
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ニ
　
新
法
は
第
二
条
で
「
会
社
は
、
本
法
の
定
め
る
範
囲
内
で
、
法
の
主
体
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
民
法
典
の
法
人
に
関

す
る
第
三
三
条
の
一
九
六
八
年
に
改
正
さ
れ
た
内
容
に
対
応
す
る
（
法
律
第
一
七
七
一
一
号
に
よ
る
改
正
）
。
一
九
六
八
年
の
改
正
前
の

第
三
三
条
で
は
、
会
社
の
う
ち
法
人
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
た
の
は
株
式
会
社
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
説
、
判
例
は
と
も
に

一
致
し
て
会
社
の
法
人
格
を
肯
定
し
て
い
た
。
と
も
か
く
、
一
九
六
八
年
の
改
正
の
結
果
、
第
三
三
条
は
各
種
の
会
社
に
つ
い
て
法

人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

『
民
法
第
三
三
条

と
が
考
慮
さ
れ
た
た
め
の
よ
う
・
で
あ
る
（
立
法
趣
意
書
第
一
章
第
一
節
∽
参
照
）
。

　
二
つ
は
新
法
の
法
文
が
右
の
如
く
改
め
ら
れ
た
結
果
、
生
産
ま
た
は
交
換
活
動
を
と
も
な
わ
な
い
活
動
、
た
と
え
ば
、
財
の
管
理

・
維
持
を
目
的
と
す
る
、
ま
た
工
業
技
術
の
調
査
を
す
る
も
の
が
、
生
産
ま
た
は
交
換
に
該
当
す
る
か
、
否
か
の
問
題
が
残
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
（
立
法
趣
意
書
第
一
章
第
一
節
印
参
照
）
。
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を
有
す
る
組
合
（
s
F
d
乱
e
s

c
i
v
i
l
e
s
)
お
よ
び
会
社
（
s
F
d
乱
e
s

c
o
m
e
r
c
i
a
l
e
s
）
ま
た
は
団
体
（
a
{
巴
乱
認
}
｡
』

　
し
た
が
っ
て
、
会
社
が
適
法
に
設
立
さ
れ
て
い
る
限
り
、
原
則
と
し
て
、
完
全
な
権
利
能
力
を
有
す
る
。
し
か
し
、
株
式
会
社
お

よ
び
株
式
合
資
会
社
に
つ
い
て
制
限
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
会
社
は
株
式
組
織
の
会
社
以
外
の
会
社
に
参
加
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
資
本
の
持
合
な
ど
も
制
限
さ
れ
て
い
る
（
新
法
三
〇
条
）
。
こ
の
他
適
法
に
設
立
さ
れ
て
い
な
い
会
社
に
つ
い
て
、
条
件

付
で
あ
る
が
、
権
利
能
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
後
述
）
。

　
な
お
、
匿
名
組
合
も
新
法
は
規
定
し
て
い
る
が
（
三
六
一
条
以
下
）
、
法
人
格
は
な
い
。
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三
　
会
社
の
設
立
契
約
お
よ
び
変
更
の
契
約
は
書
面
に
よ
る
こ
と
を
要
し
、
当
事
者
の
選
択
に
し
た
が
っ
て
、
公
正
証
書
（
i
n
s
t
r
u
-

m
e
n
t
op
u
b
l
i
c
o
）
ま
た
は
私
署
証
書
（
m
s
t
r
u
m
e
n
t
o

p
r
i
v
乱
o
)
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
新
法
四
条
）
。

　
私
署
証
書
で
も
差
支
え
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
の
は
、
会
社
契
約
の
適
法
性
の
審
査
が
裁
判
官
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
こ
と
（
新
法
六

条
）
、
株
式
組
織
の
会
社
の
場
合
、
行
政
的
監
督
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
（
新
法
一
六
七
条
、
一
六
八
条
）
、
さ
ら
に
、
設
立
登
記
に
際
し

て
、
登
記
を
所
管
す
る
裁
判
官
の
前
で
認
証
等
の
手
続
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
（
新
法
五
条
）
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。

　
次
に
、
会
社
は
、
商
業
登
記
簿
（
R
e
g
i
s
t
r
o

P
i
i
b
l
i
c
o
d
Q
C
o
∃
a
･
ぎ
）
に
登
記
さ
れ
て
初
め
て
適
法
に
設
立
さ
れ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
（
新
法
七
条
）
、
こ
れ
に
よ
り
完
全
な
法
人
格
を
取
得
す
る
。

四
　
会
社
契
約
（
c
o
n
t
r
a
t
os
o
c
i
a
l
)
の
記
載
事
項
は
第
一
一
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
無
論
原
則
的
事
項
で
、
各
種
の
会

社
に
つ
い
て
、
特
に
株
式
会
社
に
つ
い
て
変
更
が
あ
る
。
記
載
事
項
を
列
挙
す
れ
ば
、
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こ
れ
を
商
法
典
第
二
九
一
条
お
よ
び
第
二
九
二
条
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
と
比
較
す
る
と
、
㈲
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
通
貨
に
よ
る
べ
き
こ

と
、
㈲
存
続
期
間
、
な
ど
従
来
、
不
明
確
で
あ
っ
た
事
項
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
有
害
的
記
載
事
項
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
獅
子
契
約
な
ど
を
新
法
は
規
定
し
て
い
る
が
（
一
二
号
）
、
そ
れ
ら
は
お
お
む

ね
、
従
来
か
ら
、
民
法
典
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
（
た
と
え
ば
、
民
一
六
五
二
条
、
一
六
五
三
条
）
、
ま
た
判
例
に
よ
り
確
立
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
現
行
法
は
不
備
で
新
法
が
補
完
し
た
も
の
の
一
つ
は
無
効
（
吻
μ
一
一
叫
一
叫
）
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

　
商
法
典
に
は
会
社
の
無
効
に
関
す
る
規
定
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
民
法
典
に
は
s
o
c
i
e
d
a
d
の
無
効
に
関
す
る
規
定
が
僅
か
で
は
あ

る
が
お
か
れ
て
い
た
（
た
と
え
ば
、
民
一
八
五
二
条
、
一
六
五
九
条
、
一
六
六
〇
条
、
一
六
六
一
条
）
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
会
社
に
準
用
す

る
に
は
無
理
が
あ
り
、
補
完
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た
箇
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
新
法
は
第
二
節
に
次
の
５
ヵ
条
を
お
い
て
い
る
。

　
ま
ず
、
第
一
六
条
は
、
原
則
的
に
、
会
社
が
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
員
の
一
名
に
つ
い
て
生
じ
た
無
効
（
n
u
l
i
d
a
d

o
a
n
u
l
-

a
c
i
o
n
)
と
会
社
契
約
全
体
の
無
効
に
つ
い
て
定
め
、
第
一
七
条
で
、
新
法
の
定
め
る
会
社
形
態
以
外
の
形
態
の
会
社
の
無
効
、
お
よ

び
必
要
要
件
の
欠
缺
が
無
効
の
事
由
と
な
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
次
に
、
第
一
八
条
は
不
法
目
的
会
社
の
無
効
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
当
然
の
内
容
で
あ
り
（
日
本
商
法
五
八
条
参
照
）
、
第
一
九
条
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で
、
目
的
が
適
法
で
あ
り
な
が
ら
、
違
法
な
活
動
を
行
う
会
社
の
解
散
に
つ
い
て
規
定
す
る
（
日
本
商
法
五
八
条
一
項
一
号
と
ほ
ぼ
同

旨
）
。
さ
ら
に
、
形
態
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
目
的
を
も
つ
会
社
の
無
効
も
規
定
す
る
（
二
〇
条
）
。

六
　
新
法
は
第
四
節
を
「
適
法
に
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
会
社
」
と
題
し
、
六
ヵ
条
を
あ
て
て
い
る
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
従
来
、
法
令
の
規
定
す
る
設
立
手
統
を
履
ん
で
お
ら
ず
、
無
効
の
瑕
疵
を
含
ん
だ
ま
ま
運
営
さ
れ
て
い
る

会
社
に
つ
い
て
、
変
則
会
社
（
S
分
冊
d
i
r
r
e
g
u
l
a
r
）
ま
た
は
事
実
上
の
会
社
（
S
l
d
乱
l
r
l
o
）
の
語
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
「
会
社
」
に
つ
い
て
無
効
を
厳
格
に
適
用
せ
ず
、
学
説
、
判
例
は
と
も
に
、
こ
う
い
う
「
会
社
」
に
対
し
て
、
条
件

付
で
は
あ
る
が
、
法
人
格
を
容
認
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

　
新
法
は
、
前
述
の
表
題
の
如
く
「
適
法
に
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
会
社
」
（
l
a

s
o
c
i
e
d
a
d
n
o
c
o
n
s
t
i
t
u
i
d
a

l
e
g
a
l
m
e
n
t
e
）
の
語
を
用

い
、
商
事
目
的
を
有
す
る
事
実
上
の
会
社
、
お
よ
び
決
定
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
適
法
な
設
立
手
続
を
履
ん
で
い
な
い
会
社
を
適

用
の
対
象
と
し
て
規
定
を
お
い
た
。

　
明
文
の
規
定
は
な
い
が
、
前
述
の
如
き
、
通
説
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
の
会
社
に
つ
い
て
、
結
果
的
に
法
人
格
を
容
認
す
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
、
次
の
点
で
、
暫
定
的
か
つ
条
件
付
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
社
員
の
う
ち
で
請
求
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
直
ち
に

解
散
す
べ
き
こ
と
（
新
法
二
二
条
）
、
第
二
に
、
社
員
は
何
に
人
で
も
会
社
を
代
表
す
る
こ
と
、
ま
た
、
原
則
と
し
て
、
社
員
お
よ
び

会
社
の
名
に
お
い
て
、
契
約
を
締
結
す
る
者
が
会
社
の
取
引
に
つ
い
て
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
な
ど
、
完
全
な
法
人
格
を
有
す
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
。
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七
　
第
五
節
は
「
社
員
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
、
個
人
は
無
論
、
会
社
で
あ
る
社
員
の
能
力
に
関
す
る
規
定

を
お
い
て
い
る
。

　
ま
ず
、
従
来
、
論
議
の
的
で
あ
っ
た
夫
婦
間
の
会
社
契
約
匹
射
式
組
織
の
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
会
社
の
い
わ
ゆ
る
物
的
会
社
に

関
し
て
の
み
許
さ
れ
た
（
新
法
二
七
条
）
。
こ
れ
ら
以
外
の
形
態
の
会
社
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
が
持
分
を
有
す
る
場
合
、
６
ヵ
月
以
内

に
会
社
を
組
織
変
更
す
る
か
、
持
分
の
譲
渡
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
（
新
法
二
七
条
、
二
九
条
）
、
夫
婦
で
も
っ
て
、
株
式
組

織
の
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
会
社
以
外
の
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
今
一
つ
論
議
さ
れ
て
い
た
親
子
に
よ
る
会
社
に
つ
い
て
新
法
は
何
も
ふ
れ
て
い
な
い
。

　
次
に
、
遺
言
に
よ
る
遺
産
不
分
割
の
結
果
（
一
九
五
四
年
法
律
第
一
四
三
九
四
号
、
た
だ
し
、
一
九
五
七
年
五
月
三
〇
日
付
デ
ク
レ
ト
・
レ

イ
第
五
二
八
六
号
に
ょ
り
改
正
）
、
会
社
が
設
立
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
社
員
に
未
成
年
者
が
お
れ
ば
、
そ
の
者
を
有
限
責
任
社
員

と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
新
法
二
八
条
）
。

　
会
社
が
他
の
会
社
の
社
員
に
な
り
う
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
（
日
本
商
法
五
五
条
参
照
）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
一
般
原
則
は
、

法
人
一
般
に
つ
い
て
法
令
の
枠
内
で
の
権
利
能
力
を
認
め
て
い
る
が
（
民
三
二
条
な
い
し
三
五
条
）
、
最
高
裁
判
所
は
、
株
式
会
社
に

つ
い
て
、
会
名
会
社
な
ど
人
的
会
社
の
社
員
と
な
り
う
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
号
新
法
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
規
定
を

お
い
た
。

　
第
一
に
、
株
式
会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
は
、
株
式
組
織
の
会
社
（
株
式
会
社
お
よ
び
株
式
組
織
会
社
）
の
み
の
社
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
（
新
法
三
〇
条
）
。

　
第
二
に
、
形
態
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
会
社
が
他
の
会
社
の
持
分
を
保
有
で
き
る
限
度
額
は
、
任
意
準
備
金
、
な
ら
び
に
資
本
金
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八
　
商
法
典
に
は
組
織
変
更
（
t
r
a
s
f
o
r
m
a
c
i
o
n
)
に
関
す
る
明
文
の
現
定
が
な
く
、
従
来
、
会
社
契
約
の
変
更
の
一
つ
と
し
て
商
法

第
三
五
四
条
、
第
四
一
二
条
に
よ
っ
た
。
新
法
は
第
一
〇
節
を
こ
れ
に
あ
て
、
明
確
な
定
義
規
定
を
お
く
が
（
七
四
条
）
組
織
変
更

の
許
さ
れ
る
会
社
の
種
類
に
つ
い
て
何
ん
ら
規
定
が
な
い
。

九
　
新
法
は
新
設
合
併
お
よ
び
吸
収
合
併
を
と
も
に
f
u
s
i
o
n
と
い
い
、
定
義
規
定
を
お
い
て
い
る
（
八
二
条
）
。
し
か
し
、
講
学
上
、

f
u
s
i
o
n
は
新
設
合
併
を
意
味
し
、
吸
収
合
併
に
相
当
す
る
も
の
を
a
b
s
o
r
c
i
o
n
と
い
う
（
立
法
趣
意
書
第
一
章
第
一
一
節
参
照
）
。

　
合
併
の
節
に
分
割
に
関
す
る
規
定
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
新
法
は
「
会
社
が
そ
の
資
産
の
一
部
を
既
存
の
会
社
に
出
資
し
、
も
し

く
は
こ
れ
を
も
っ
て
新
会
社
の
設
立
に
参
加
す
る
と
き
、
ま
た
は
新
設
会
社
の
設
立
に
資
産
の
一
部
を
出
資
す
る
と
き
、
分
割

お
よ
び
法
定
準
備
金
の
半
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
（
新
法
三
一
条
）
。

　
第
三
に
、
資
本
の
相
互
持
合
（
p
a
x
t
i
c
i
p
a
c
i
o
n
r
e
c
i
p
r
o
c
a
)
に
よ
る
会
社
の
設
立
、
資
本
の
増
加
を
無
効
と
す
る
こ
と
。

　
第
四
に
、
支
配
会
社
の
従
属
会
社
の
持
分
を
保
有
で
き
る
限
度
は
、
貸
借
対
照
表
に
よ
り
法
定
準
備
金
を
減
じ
た
準
備
金
の
額
と

す
る
こ
と
（
新
法
三
三
条
）
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
支
配
会
社
（
S
o
c
i
e
d
a
d

c
o
n
t
r
o
l
a
n
t
e
）
と
は
、
直
接
ま
た
は
間
接
で
あ
る
と
を
問

わ
ず
、
他
会
社
（
こ
れ
が
従
属
会
社
S
F
d
a
d

c
o
n
t
r
o
l
a
d
a
)
の
意
思
決
定
に
必
要
な
議
決
権
を
も
つ
持
分
（
株
式
）
を
保
有
す
る
会

社
を
い
う
（
新
法
三
三
条
一
項
）
。
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(
e
s
c
i
s
i
o
n
）
が
存
す
る
」
と
い
う
（
八
八
条
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
分
割
に
は
、
田
　
他
会
社
と
共
同
し
て
、
新
会
社
を
設
立
す
る
　
②
　
資
産
の
一
部
を
既
存
の
会
社
に
出
資
す
る

　
㈲
　
分
割
さ
れ
る
会
社
の
資
産
の
一
部
を
も
っ
て
新
会
社
を
設
立
す
る
、
と
い
う
三
つ
の
場
合
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
旧
と
㈲
に

つ
い
て
は
、
合
併
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
が
、
㈲
の
場
合
に
は
、
組
織
変
更
の
場
合
と
合
併
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
に
し

た
が
っ
て
手
続
が
な
さ
れ
る
。

一
〇
　
解
散
お
よ
び
清
算
に
関
す
る
規
定
は
第
七
節
お
よ
び
第
八
節
に
お
か
れ
て
い
る
。
特
に
目
立
つ
点
は
な
い
が
、
会
社
は
契
約

で
あ
る
か
ら
、
社
員
の
数
が
」
名
に
減
ず
る
こ
と
は
解
散
の
事
由
で
あ
る
（
新
法
九
四
条
㈲
）
。

一
一
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
商
法
で
は
会
社
は
国
籍
を
有
し
な
い
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
‘
y
{
Q
ぞ
l
n
に
ょ
れ
ば
「
国

籍
と
い
う
の
は
国
家
と
人
民
と
の
間
の
政
治
的
連
繋
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
会
社
は
、
そ
の
社
員
の
間
に
、

経
済
を
基
盤
と
す
る
法
律
的
連
繋
を
創
出
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
会
社
の
国
籍
と
い
う
の
は
、
私
法
上
、
そ
の
設
立
、
運
営
に
つ
き
、

特
定
の
法
則
に
従
わ
せ
る
こ
と
を
表
現
す
る
用
語
で
あ
る
」
と
す
る
。

　
と
も
か
く
、
新
法
は
、
一
貫
し
て
、
コ
外
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
」
の
語
を
用
い
る
（
一
一
八
条
な
い
し
一
二
三
条
）
。

　
準
拠
法
は
、
原
則
と
し
て
、
設
立
地
国
と
す
る
（
新
法
一
八
八
条
一
項
）
。
そ
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
そ
の
活
動
を
次
の

如
く
、
類
型
化
し
、
規
整
す
る
。

　
第
一
に
、
孤
立
的
行
為
を
な
す
、
お
よ
び
訴
訟
当
事
者
と
な
る
場
合
、
能
力
は
認
め
る
（
新
法
一
八
八
条
二
項
）
。

　
第
二
に
、
事
業
目
的
に
含
ま
れ
る
行
為
を
く
り
か
え
し
て
行
な
う
、
ま
た
支
店
な
ど
を
設
置
す
る
場
合
。
こ
の
場
合
に
は
、
本
国

法
に
準
拠
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
、
国
内
に
住
所
を
定
め
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
設
立
さ
れ
る
会
社
と
同
一
の
登
記
お
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よ
び
公
告
を
な
し
、
さ
ら
に
、
代
表
者
の
任
命
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
る
（
新
法
一
八
八
条
三
項
四
項
）
。

　
第
三
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
で
会
社
の
設
立
に
参
加
す
る
場
合
、
該
会
社
は
本
国
法
に
準
拠
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
登

記
裁
判
官
に
証
明
し
、
会
社
契
約
、
代
表
者
に
関
す
る
書
類
な
ど
を
登
記
す
る
こ
と
を
要
す
る
（
新
法
一
二
三
条
）
。

　
第
四
に
、
外
国
で
設
立
さ
れ
な
が
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
に
住
所
を
お
く
、
ま
た
は
主
た
る
事
業
を
行
う
も
の
は
、
設
立
手

統
、
経
営
の
監
督
な
ど
に
つ
い
て
国
内
の
会
社
と
み
な
さ
れ
る
（
新
法
一
二
四
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
四

　
新
法
は
、
商
法
典
の
如
き
合
名
会
社
｛
S
o
c
i
e
d
a
d
c
o
}
a
{
回
}
の
定
義
規
定
（
商
三
〇
一
条
）
を
お
か
ず
、
会
社
の
債
務
に
つ
い
て

社
員
の
責
任
を
副
次
的
、
無
限
か
つ
連
帯
と
規
定
す
る
に
と
ど
ま
る
（
新
法
一
二
五
条
）
。
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五

　
合
資
会
社
（
S
o
c
i
e
d
a
d

e
n
c
o
E
n
d
i
t
a
S
i
m
p
l
e
)
に
つ
い
て
も
、
商
法
典
に
お
け
る
如
き
定
義
規
定
（
商
三
七
二
条
）
を
お
か
ず
、

新
法
は
合
資
会
社
が
無
限
責
任
社
員
（
s
o
c
i
o

c
o
m
a
n
d
ぽ
d
O
）
お
よ
び
有
限
責
任
社
員
（
s
o
c
i
o

c
o
m
a
n
d
ぽ
応
o
）
か
ら
な
る
こ
と
を
ま

ず
規
定
す
る
（
新
法
一
三
四
条
一
項
）
。

　
会
社
の
経
営
に
つ
い
て
、
新
法
は
伝
統
的
立
場
を
固
守
し
て
お
り
、
有
限
責
任
社
員
は
会
社
の
経
営
に
干
与
で
き
ず
、
も
し
も
干

与
し
た
と
き
は
、
無
限
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
新
法
一
三
七
条
）
。
し
か
し
、
例
外
と
し
て
、
破
産
、
死
亡
な
ど
の
事
由

に
よ
り
無
限
責
任
社
員
が
欠
け
た
場
合
、
有
限
責
任
社
員
は
緊
急
な
行
為
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
法
一
四
〇
条
）
。

　
従
来
、
合
名
会
社
の
特
色
の
一
つ
は
、
社
号
（
f
i
r
m
a

s
o
c
i
a
l
）
の
下
に
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
（
商
三
〇
一
条
）
、
新
法
は
社
号

（
r
a
z
o
ns
o
c
i
a
l
)
の
採
用
を
絶
対
的
な
も
の
と
は
せ
ず
、
名
称
（
d
e
n
o
i
n
i
n
a
c
i
6
n

s
o
c
i
a
l
）
を
と
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
新
法
一
二

六
条
）
。

　
次
に
、
新
法
の
規
定
で
目
に
つ
く
点
は
、
取
締
役
（
乱
m
i
n
i
s
t
r
a
d
o
r
）
の
更
迭
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
選
任
が
会
社
契

約
に
よ
ら
な
い
場
合
、
社
員
の
決
議
で
解
任
で
き
、
そ
の
選
任
が
会
社
契
約
に
よ
る
場
合
は
、
裁
判
所
の
判
決
を
要
す
る
（
新
法
一

二
九
条
）
。

　
な
お
、
従
来
か
ら
無
意
味
と
さ
れ
て
い
た
商
法
第
三
一
二
条
の
、
合
名
会
社
に
有
限
責
任
社
員
（
s
o
c
i
o

c
o
m
a
n
d
i
t
a
r
i
o
）
が
参
加

で
き
る
旨
の
規
定
は
、
新
法
で
は
当
然
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
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六

　
労
使
混
合
会
社
（
a
o
F
d
乱
t
c
召
ぽ
7
r
d
E
E
）
に
あ
っ
て
は
、
資
本
出
資
社
員
（
s
o
c
i
o

c
a
p
i
t
a
l
i
s
t
a
)
は
未
受
領
の
利
益

を
限
度
に
責
任
を
負
う
（
新
法
一
四
一
条
）
。
一
見
、
こ
れ
は
合
資
会
社
に
酷
他
す
る
が
、
労
務
出
資
社
員
が
会
社
の
管
理
・
代
表
に

も
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
新
法
一
四
三
条
）
な
ど
、
異
る
点
が
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
特
異
な
企
業
形
態
に
相
当
す
る
会
社
の
種
類
は
ス
ペ
イ
ン
に
も
フ
ラ
ン
ス
に
も
な
く
、
こ
れ
が
初
め
て
規
定
さ
れ
た
の
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
一
八
三
三
年
の
旧
商
法
典
に
お
い
て
で
、
こ
れ
を
ブ
ラ
ジ
ル
の
旧
商
法
典
が
継
受
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
一
八
五
九
年
の
旧
商
法
典
が
継
受
し
、
さ
ら
に
現
行
商
法
典
と
受
け
つ
い
で
来
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
上
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
新
法
が
こ
れ
を
廃
止
し
な
か
っ
た
理
由
は
理
解
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
七

一
　
有
限
責
任
会
社
C
S
o
c
i
e
d
a
d

d
e
R
e
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
d
a
d

L
i
m
i
t
a
d
p
)
に
関
す
る
一
九
三
二
年
法
律
第
一
一
六
四
五
号
が
全
文
二
六

ヵ
条
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
新
法
の
有
限
責
任
会
社
の
節
の
法
条
は
一
七
ヵ
条
で
数
で
は
や
や
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
新
法
の
大
き
な
改
正
点
を
あ
げ
れ
ば
、
一
つ
は
、
社
員
数
の
最
高
限
が
現
行
の
二
〇
名
か
ら
五
〇
名
に
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
（
新

法
一
四
六
条
二
項
）
、
二
つ
は
、
社
員
数
二
〇
名
を
基
準
と
し
て
、
二
〇
名
以
上
の
場
合
、
監
査
役
の
設
置
、
お
よ
び
社
員
総
会
の
開

催
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、
計
算
書
類
に
つ
い
て
株
式
会
社
の
場
合
と
同
じ
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
（
新

法
六
二
条
）
な
ど
、
社
員
が
一
九
名
以
下
の
場
合
と
異
な
る
規
制
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

－131 －



　
し
た
が
っ
て
、
新
法
で
は
、
有
限
責
任
会
社
は
、
そ
の
社
員
数
に
よ
っ
て
、
次
の
三
つ
に
類
型
化
さ
れ
る
。

　
一
つ
は
、
社
員
数
が
５
名
以
下
の
場
合
（
新
法
五
二
条
一
項
）
で
、
こ
の
場
合
、
人
的
会
社
の
色
彩
が
濃
い
。

　
二
つ
は
、
社
員
数
が
六
名
以
上
、
一
九
名
以
下
の
場
合
。

　
三
つ
は
、
社
員
数
が
二
〇
名
以
上
の
場
合
。

　
資
本
金
の
最
高
額
ま
た
最
低
額
に
つ
い
て
規
定
は
な
い
°
　
H
a
l
p
e
r
i
n

の
参
考
草
案
で
は
資
本
金
の
最
高
額
が
三
〇
〇
、
〇
〇
〇

ペ
ソ
と
さ
れ
、
ま
た
国
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
で
は
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ペ
ソ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
（
立
法
趣
意
書
第
二
章
第

四
節
印
参
照
）
、
新
法
で
は
こ
れ
が
除
か
れ
て
い
る
。

ニ
　
新
法
で
は
、
有
限
責
任
会
社
に
つ
い
て
も
定
義
規
定
を
お
か
ず
、
そ
の
特
色
と
し
て
資
本
が
持
分
（
･
g
回
）
に
分
割
さ
れ
る

こ
と
、
そ
の
責
任
が
持
分
の
払
込
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
２
点
の
み
を
規
定
す
る
（
一
四
六
条
）
。

　
商
号
に
つ
い
て
、
法
律
第
一
一
六
四
五
号
で
は
d
a
o
m
i
n
a
c
i
o
n
ま
た
は
r
a
z
o
n

s
o
c
i
a
l
の
い
ず
れ
で
も
採
り
う
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
新
法
で
は
有
限
責
任
会
社
の
商
号
を
d
e
n
o
m
i
n
a
c
i
o
n
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
社
員
の
氏
名
を
包
含
し
て
も

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
新
法
一
四
七
条
）
。

　
次
に
、
事
業
目
的
に
つ
い
て
、
法
律
第
一
一
六
四
五
号
で
は
銀
行
業
、
保
険
業
な
ど
に
従
事
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、

（
同
法
三
条
）
、
新
法
で
は
そ
の
よ
う
な
制
限
は
何
ん
ら
な
い
。

　
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
社
員
の
責
任
は
、
原
則
と
し
て
出
資
額
に
限
定
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
現
物
出
資
に
対
し
て
付
与
さ
れ

る
持
分
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
検
査
を
受
け
な
い
限
り
、
そ
の
価
額
に
つ
き
責
任
が
あ
る
（
新
法
一
四
九
条
三
項
）
。
一
般
に
、
社
員

に
は
資
本
充
実
に
関
し
て
無
限
か
つ
連
帯
の
責
任
が
あ
り
（
新
法
一
五
〇
条
）
。
ま
た
、
設
立
契
約
に
定
め
の
あ
る
場
合
、
追
加
出
資
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義
務
が
あ
る
（
新
法
一
五
一
条
）
。

三
　
持
分
の
譲
渡
は
無
論
制
限
さ
れ
て
お
り
、
社
員
以
外
の
者
に
譲
渡
す
る
に
は
、
社
員
数
が
６
名
以
上
の
場
合
、
資
本
の
四
分
の

三
を
代
表
す
る
社
員
の
同
意
を
、
五
名
以
下
の
場
合
は
、
全
員
の
同
意
を
要
す
る
（
新
法
一
五
二
条
）
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
社
員

に
先
買
権
が
あ
る
（
新
法
一
五
三
条
）
。

四
　
有
限
責
任
会
社
の
経
営
は
一
名
ま
た
は
数
名
の
取
締
役
（
g
e
r
e
n
t
e
）
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
こ
の
者
は
社
員
で
あ
っ
て
も
な
く
て

も
よ
く
、
会
社
契
約
で
、
ま
た
は
社
員
の
決
議
で
選
任
さ
れ
る
（
新
法
一
五
七
条
）
。
取
締
役
が
数
名
お
り
、
共
同
し
て
業
務
を
執
行

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
株
式
会
社
の
取
締
役
会
（
l
e
c
t
o
r
‘
o
）
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
新
法
一
五
七
条
三
項
）
。

　
監
査
役
の
設
置
は
、
前
述
し
た
如
く
、
任
意
で
あ
る
が
、
社
員
数
が
二
〇
名
以
上
の
場
合
、
そ
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
（
新

法
一
五
八
条
）
。

　
社
員
決
議
は
、
総
会
で
行
っ
て
も
よ
く
、
ま
た
書
面
決
議
で
も
よ
い
。
し
か
し
、
社
員
数
が
二
〇
名
以
上
で
あ
る
場
合
、
総
会
の

開
催
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
（
新
法
一
五
九
条
）
。
目
的
の
変
更
、
組
織
変
更
、
合
併
、
そ
の
他
、
社
員
の
責
任
を
加
重
す
る
変
更
に
は

社
員
全
員
の
同
意
を
要
す
る
。
し
か
し
、
社
員
数
が
二
〇
名
以
上
の
場
合
、
株
式
会
社
の
特
別
決
議
に
関
す
る
規
定
（
新
法
二
四
四

条
）
が
準
用
さ
れ
、
こ
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
（
新
法
一
六
〇
条
二
項
）
。

五
　
有
限
責
任
会
社
に
関
す
る
新
法
の
規
定
は
、
全
体
と
し
て
、
無
難
で
あ
り
、
同
族
会
社
、
閉
鎖
的
企
業
に
最
適
の
会
社
形
態

と
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
学
者
は
評
す
牡
し
か
し
、
解
釈
上
そ
う
な
る
と
し
て
も
、
持
分
に
関
す
る
指
図
式
証
券
等
の
発
行
禁
止

（
日
本
有
限
会
社
法
二
一
条
参
照
）
の
規
定
の
欠
除
の
如
く
、
小
ま
か
く
論
ず
れ
ば
、
不
備
の
箇
所
が
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
、
ま
た
、
社

員
数
が
二
〇
名
以
上
の
場
合
、
監
査
役
の
設
置
お
よ
び
社
員
総
会
の
開
催
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
計
算
に
つ
い
て
株
式
会
社
と
同
一
の
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規
定
が
適
用
さ
れ
、
こ
の
場
合
、
有
限
責
任
会
社
制
度
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
組
織
の
簡
単
性
と
弾
力
性
が
い
ち
じ
る
し
く
減
殺
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
八

　
∽
o
c
{
e
d
L
a
c
s
d
e
n
t
a
}
o
e
n
召
r
t
{
c
ぞ
a
c
ぷ
n
は
直
訳
す
れ
ば
、
随
意
組
合
ま
た
は
利
益
分
配
組
合
で
あ
る
が
、
そ
の
定
義
規

定
（
新
法
三
六
一
条
）
に
ょ
れ
ば
、
わ
が
国
の
匿
名
組
合
に
あ
た
る
。
こ
れ
が
会
社
の
中
に
規
定
さ
れ
た
の
は
s
o
c
F
d
a
d
の
語
の
故

で
あ
ろ
う
。
無
論
、
法
人
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
　
完
）
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